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0 亀岡秋男 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

はじめに 

最近、 日本の産業競争力の 低下への危機意識から、 キヤ ソチアップ フ 。 " トランプ " 
技術経営 (MOn 力 強化への関心と 技術経営 (MOT) 教育 
への期待が高まっている。 産業競争力の 源泉は新産業 
を 生み出すイノベーションの 創出力であ る、 という                   ， Ⅰ 

識は広く共有されている。 それでは、 どうするのか、 
これが MOT の中核的課題であ る。 かって日本は ，改 

'" 。 オベ 。 一 。 "" 
善 改良型のインクリメンタル・イノベーションで 世界 

を 凌駕した。 今や ， 自ら新製品コンセプトを 創出する 
インクリメンタル   " テ 。 。 ル " 。 " 

ラディカル・イノベーションへのパラダイムシフトが イノベーション べ一 ション 

不可欠であ る。 知識社会のフロンティアとして ，新コ 

ンセプト創出型のイノベーション・マイジメントの ポ 図 l. MOT プロフェッショナル・マネ 、 ジメント 
テンシャル強化が 急務であ る。 
そこで， 日本の技術経営の 新たな戦略目標として ， あ る。 
「 ジ ヤストインタイム・イノベーション」を 挙げたい。 我々は，技術経営の 中核的目標は ，イノ ベ 一ョ ン の 

これは，企業内の 研究・技術開発システムは 無論のこ 創出であ ると捉えている。 つまり、 いかに効果的かっ 

と ，産学官が シ一 ムレスに連携するナショナル・ イ / 効率的に新産業イノベーションを 起こしていくのか ， 

べ一 ション・システム、 さらには、 グローバルにも 効 そのテクノロジーノイノベーション・ マ不 ジメント 

果 的、 効率的にリンク した ト一タル・イノベーション・ (Techno@ogyand  InnovationManagement) の方法論と実践 

システムを構築することであ る。 その具体的方法論の 論が求められている。 

一つとして「戦略ロードマップ /  マソ ビンバ」に、 注目 

し 方策を考えたい。 2  .  科学技術マネジメントⅢ 0ST:  Management  0f 
Science  Ⅰ echnology)  への新たな取り 組み 

1. 日本の産業競争力の 鍵一 高度な企業経営・ 技術 経 次に注目すべきことは MOT の対象であ る。 今やナノ 

営Ⅲ OT) ポテンシャルの 向上 テク，バイオ ，情報技術 (IT) 分野等， 「科学」と「 技 
技術経営 (MC Ⅱ T) 几 は企業経営の 根幹を成すもので、 製造 術 」は，ノースウェスタン 大学のラドナー 教授も図 2 
業 に限らず、 金融、 流通、 サービス等、 どの業種にお で指摘しているよ う に急速に接近しシュンペーター 

いても技術が 企業競争力の 中核を占めるよ う になって の 言 う 「新結合」によるイノベーションが 突然現れる 
きている。 日本の産業技術レベルは 欧米諸国と比べ 決 ことも珍しくない。 このテクノロジー・コンバージェ 

して低くはない。 問題は技術を 生み活用して 新規産業 
の 繋げるマネ 、 ジメント・サイドにあ り，それには、 従 

木畔圭蕎臼恥 ) " 寵 " 
Competencies 

来の キャッチアップ 型マネ 、 ジ メントから新コンセプト 
創造のフロントランナ 一型マネ 、 ジメントへの 転換が不 

可 欠であ るが， これは大変難しい。 例 えると、 図 1 のよ 
うに、 電車の運転士から ，飛行機のパイロットに 変わ 
る 位の大変革で ， MOT のプロフェッショナルの 育成が 

急務となっている。 

現在，数多くの 大学で MOT コースの新設が 進められ 

ている。 北陸先端科学技術大学院大学 (JAIST) は東京 
八重洲キャンパスを 平成 15 年 10 月，東京駅ビル 内に新 

  ま x$e お eS  " 一 m 
" 音 '" 。 "" -Industries " ㎡ 

殺 し，技術経営コース (JAlST-MoT) を開講した。 また， 肱 "   
企業でも MOT 教育に関心が 高まり、 企業 六 コースの 再 W,"q ㌫ ま蕊 m,  鉱   
構築が進められている。 MOT の領域は広いが 大切なこ 
とは，何が今後の MOT の中核なのかを 見極めることで 図 22, 科学技術 DNA の進化・吸飲融合 
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ンス ( 技術吸飲 ) は，今後の MOT の重要なマネジメン 

ト対象として 捉えておくべきであ る。 また最近しばし 

ば指摘されるよ う に，先端基礎研究と 実用化の間には 
「死の谷」と 呼ばれる難関があ る。 顧客ニーズも 多様 
な要因が複雑に 絡み合い，製品としての 真のニーズは 

掴み難い。 
特に、 これらの先端科学分野では ，研究・開発から 市 
場投入へのスピードが 加速され，かつ 相互に密接に 連 

携して発展する 場合も多く，まさに 技術経営 (MOT) の専 
門能力が問われている。 従来の経営手法や 成功体験は， 
このような最近の 新しい環境に 十分に対応できず ， ア 

カデミックな 知識 ( 理論・ 方 # 失言 ぬ ) と企業経営の 実践的 

な知識 ( 実践論 ) の融合による 新しい技術経営手法の 
確立とその実行が 求められている。 
従って今後の 知識べース経済へ 向けての技術経営 

(MOT) は、 これまで聖域とされてきた 科学 (Science) の 分 
野 に一部踏み込んだ ア ブローチが不可欠になりっ っ あ 

る。 つまり、 テクノロジー・コンバージェンスを 取り 

込んだ科学技術マネジメントが 必要となる。 その主な 

課題として次の 3 点があ げられる。 

①ナショナル・イノベーション・システムの 再構築     

特に、 産学連携、 地域連携などイノベーション 眉 l] 

出の多様な推進システム、 人材育成の問題であ る。 
②戦略ロード・マッピンバ : 技術と市場を 統合する戦 

略策定、 および技術マネジメントの 実践的な方法 
論であ る戦略ロードマ ノ ピンバについて、 その コ 

ンセプト、 ツール、 とその実践的方法であ る。 

③テクノロジー・コンバージェンス     ナノテク、 バ 

イオ、 l T など先端科学技術の 収 飲 融合 ( コンバ 

ージェンス ) がもたらす新たな 価値、 企業文化を 
含む旧来パラダイム へ のインパクト、 その技術 マ 

ネ、 ジメントの具体的方法の 開発であ る。 

北陸先端科学技術大学院大学 (JAIST) では，世界で 最 
初に創設された 研究科「知識科学 : ナ レッジ，サイェ 

ンス」を基盤に ， 新しい方法論への 挑戦も始めている。 

文部科学 省の 「センター・オブ ，ェク セレンス (CEO) 

プロバラム」にも「知識科学に 基づく科学技術の 創造 

と実践」というテーマで 選定された。 これは、 まさし 
く先端科学技術マネジメント (MOST) への挑戦であ る。 

3. 産官学連携 : 第 3 モードの連携マネジメント 
さらに今後の MOT では，社内だけでなく 社外との連 

携が重視される。 今，大学は変革の 真只中にあ り・ TLO 
(Tec ㎞ ologyucensingorganization) を中心に産学連携 
を積極的に進めている。 連携方式には ，図 3 に示すよ 
うに、 産学両者が直接的に「相互連携」する 第 1 モー 

ド， コーディネータ 一によって「仲介連携」する 第 2 
モードがあ る。 TI,0 はこれにあ たる。 これらに加え 

て新しく、 第 3 モードとして「共有連携」する 方法を 
提唱したい。 
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魅力的な目標コンセプト 創出と "  グ "  ""  " トチド Ⅹ Ⅰ " 
目標共有・自主参画 

モード 3 : 共有連携 

モード 2 : 仲介連携     
  

。 一ド "   
モード 1 : 相互連携     

。 一ド ' 

図 3. 第 3 モードの産学連携モデル 

これはまず，新コンセプトを 創出し これを広く提 
示して参画者を 募る，西村吉雄氏のいう 「この 指 とま 
れ」方式であ る。 どんな魅力的な 新コンセプトが 明示 
できるか肝心であ る。 その駆動源は 今や技術分野では 

なく，むしろ 人文社会科学にあ るといわれ，文化 力が 
決め手になると 言われている。 日本は豊かな 自然と洗 
練された生活文化，伝統工芸，地場産業，更に 先端技 
術研究・産業など 優れた特徴を 持っている。 この恵ま 

れた文化風土を 基盤に ， 豊かな生活スタイルを 提案す 

る " 新 コンセプ ド を世界に発信し 次世代 イ / ベ一 

ションを 眉 @ 拙 することにより 世界に貢献することがで 
きよう。 

4. 新コンセプト 創造型の技術 イ / ベーター     

テクノプロデューサ 一の時代 

日本の大きな 課題のひとつは、 新産業の創出により 
世界をリードする「戦略目標の 設定 (StrategicPlann@ng) 」 
つまり、 「コンセブ ト 創造・構想 力 」の育成強化であ る。 
従来の「経験と 勘」偏重のマネ 、 ジメントから、 新しい 

方法論や手法・ツールを 開発し縦横に 使いこなすプロ 
の技術マネジメントへの 転換が必要となる。 ここに 新 

コンセプト目標を 創出し、 その戦略計画を 総合指揮 

テクノフロチュー ワ 一の時代 

家
 
」
 
術
一
 

技
サ
 

「
 
一
 

の
ュ
 

プ
デ
 

イ
ロ
 

タ
 フ
 

し
ク
い
ノ
 

新
テ
 

 
 
図
 

 
 



(Orchestrating) する「テクノブロデューサー (Techno- 
Producen) 」ともいうべき 新しいタイプの「技術家」の 認 

知と育成を提案したい。 
次世代イノベーションを 推進するには ，魅力的な戦 

略目標を創造・ 提示し戦略計画を 開発して実践を 総 
合指揮する，いわば 作曲・指揮者のような 技術家「 テ 
ク ノプロデューサー」が 必要であ る。 テクノプロデュ 

ーサ一には，立場や 価値観の違いを 乗り越え，戦略目 

標を共有し共鳴する 自主的参画者を 呼び込み，産学官 
の有機的連携に よ り共通目標に 向かい " 共創 " するリ 

ーダーシップが 求められる。 これは，図 4 に示すような 

いわば，新しいタイブの " 技術家 " であ る。 テクノプ 

ロデューサ一には ，次の 3 つの能力が求められる。 

①コンセブ ト ・クリエーター ( 目標創設者 ) として 
環境を認識した 上で目標を設定できる 能力があ る 

②コーディネーター ( 目標達成者 ) として，与えら 
れた目標を達成する 過程をデザインできる 能力が 
あ る 

③プロジェクト・リーダー ( 過程実現者 ) として， 

目標と達成過程が 与えられたときそれを 実現でき 
る能力があ る 

特に， コンセブ ト ・クリエーターとしての 創造力・ 

構想 力は 不可欠であ る。 JAIST-MOT コースはこうした 
プ ロデューザーを 養成すること ，更にその活動の「 場 」 

を創設することにより 競争力の強化に 貢献したいと 考 
えている。 

さらには、 科学技術情報・ 知識・ノウハウ 等の流通 
に、 市場メカニズムを 導入して「高度技術知識流通市 
場」の社会インフラを 構築し、 テクノプロデューサー 
が活躍できる 社会的「 R&D インフラストラクチャー」 

の 整備が重要な 科学技術政策の 課題であ ると考える。 

5. 戦略ロードマップノロードマ ッ ピンバの推進 

それでは、 具体的にど う するのか、 その実践的な 方 
法論としては、 「戦略ロードマ ッ ピンバ」が注目され 

る。 最近、 欧米企業でも 実践的に活用され、 その方法 
論や手法の開発も 盛んであ る。 ロードマ ノ ピンバは ， 

肋 Ⅰ 舶 2 舶 5 せ 7 

研究開発 
%3      の 6 

時間 一 
図 5. 戦略ロードマ ッ ピンバの概俳 
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初期の「技術予測」レベルの 第 1 階から「技術戦略計 

画」に活用する 第 2 階に移り，さらに ，ダイナミック・ 
マネジメント」を 行う第 3 段階へと進歩しつつあ る。 

つまり，研究開発・ 生産・販売及び 経営部門が一体と 

なって戦略目標を 創出しかつ共有すると 共に，それ 
ぞれの役割と 状況を互いに 把握して一体的に 行動する， 
柔軟で機動性のあ るマネジメントであ る。 
戦略ロードマ ッ ピンバの基本コンセプトは ，図 5 に 

示すよ う に，技術レベル ，製品レベル ，市場レベルと 

多層構造となっており ，横軸には時間をとり ，各層と 
も目標マイルスト 一 ンを 設定する。 これらのマイルス 

ト一 ンは 矢印で相互の 関係性を明示することになって 
いる。 これらが企業内のみならず ，大学や公的研究機 
関，海外とも 連携した産学官の 総合的連携システムと 
して充実することにより ， 日本のナショナル・イノベ 

ーション・システムの パ フオーマンスは、 一段と高め 

られることになるものと 考える。 

6. 次世代技術経営 (MOT) の戦略目標 : ジ ヤストインタ 
イム・イノベーションへの 挑戦 

日本はかつて ， ジャストインタイム   プロダクショ 

ンに 代表される製造技術で 世界に冠たる 産業競争力を 
獲得していたが ，今やこの生産技術力だけでは 国際競 

争力を維持できなくなっている。 新製品コンセブ ト 創 

造から，研究開発部門，製品開発部門，製造部門，更 
には，経営・ 技術戦略部門，経営トップ 陣などを包含 

する，イノベーション 創出に関わる 全部門が，一体的 
かつ全体最適に 統合することが 求められる。 す な れち 
これはイノベーション 全体にかかわり、 「 ジ ヤストイ 

ンタイム・イノベーション」を 強力に推進することが 

重要であ る。 このコンセブ ト を共有し、 産業界の レベ 
ル でも国のレベルでも ，その基盤整備を 積極的に推進 

することで新たな 競争力を獲得できると 考える。 
「 ジ ヤストインタイム・イノベーション (Just-in-Time 

Innovat@0n) 」は，図 6 および表 1 に示すように、 日本で 
創生されたトヨタ 生産方式のジャストインタイム 
(Just-in-Time) の思想、 をプロダクションの 範囲を乗り 超 
えて，イノベーション・プロセス 全体に広げようとい 

うものであ る。 言い換えると ， 「 ジ ヤストインタイム   

ジャスト・イン・タイム・フロ ダ ワションから 
ジ ヤスト・イン・タイム・イノベーション への転換 

From: JustinT 「 nme(J@T) Productio@l 
To: ⅠⅡ sti@Tlme(JllT)l ハ nnovation 

図 6. ジ ヤストインタイム・イノベーションの 概 

  



プロダクション」から「 ジ ヤストインタイム・イノベ 

ーション」への 拡大する新たな 展開を目指すものであ 
る。 これが将来の 技術経営の戦略目標として 共有され 

て、 広く進展することを 願 う ものであ る。 
表 1. JrIT プロダクションと JIT イノベーションの 比較 

JIT プロダクション JIT イノベーション 

領域範囲 狭い : 生産過程 広い : 基礎先端研究、 

応用開発、 生産、 マー 
ケテインバ、 販売、 技 
術戦略、 事業経営 

時間 7 期間 現在・短期 現在と未来，長期 
不確実性 低 い     

  
局い     

リスク 少ない     多い     

関係主体 少ない     多い     
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ガ 競争する 侮 om ク ele りという 語は 、 ラテン語の 
competere i Ⅰ由来する。 com はく 共に主の煮、 petere は 

て 求めるかの ， 薫であ ク、 従って com ゅ etere とぽ、 ぐ 共に 

求め 台ぅ かを葦簾する。 仔を求め 伶 うのか グ それは 
7% 仰するわら ス 櫛の理想であ る。 理想を求め今 う どき、 
ノ 々  ぽ 互いに助け合い、 また競い合うことによって 切 

瑳琢磨に努める。 五々・の次点や 誤 クを 是正し台 ク、 、 か 

つ五ク・の美点や 正しさを認め 台 うことによって、 理想 

を追求するのがⅠ真の 競争の姿でなければならない。 

競争力と ぽ 、 自己鍛錬の 力 でなければなら ヂ 、 権 力、 

，駆 け 引き、 詐 荻などを，駆使して 他 亡虜越しようとする 
力 であ って ぽ ならない。 競争の目的 はメ 茄の理想の道 
文だからであ る ノ 

と 諭され、 共生的競争力 (Symb 」 otic Compet@t@veness) 
という理念を 示唆された。 これからの日本は、 この猪 

瀬先生の新しい 競争理念を深く 受けとめ、 欧米的な競 
争 概念を超えた 東洋的思想に 基づく新しい 共創的な 

「総合競争力」の 概念を定義し、 世界に働きかけてい 
く必要があ ろう。 ( 平成 1 2 年 7 月 7 日のご講演より ) 

おわりに 

日本の産業技術力は 米国、 欧州と比較して 強い分野 
と弱い分野はあ るが、 おおむね同等で 悲観することは 

ない。 問題はむしろ 技術を生かし 新しいコンセプトの 
製品やサービスを 創造するマネジメントカ と 、 これを 

積極的に支援する 企業文化や社会環境の 問題であ る。 
日本人はモノ 作りに非常に 優れた能力を 持っている。 

今後、 新コンセプト 創造力を獲得すれば、 国際競争力 
のあ る知力経営べ ー スの新製造業を 再構築することが 

できる。 この基盤の上に 、 新しいタイプの「知識情報 

産業」も育成できる。 故 猪瀬 博 氏の諭された、 競争力 
とは何か、 と言う共生的競争力の 理念を深く受けとめ、 
同質的競争を 戒め、 新産業イノベーションの 創出によ 
る " 共生 " に専念すべきであ ろう。 
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